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II. 脳挫傷型、1lI.血腫による脳圧迫型、町.II およびE の合併型の 4 型に分け統計的に観察し、次い
で受傷時期の明らかな脳損傷死66例、非外傷性各種死因例(急性失血死、急性窒息死、感電死、急性
心臓死、薬物ショック死、 co および睡眠剤中毒死、病的脳出血死等) 32例ならびにウサギにおける
る実験的脳圧迫例の橋脳について顕微鏡的出血を中心とし一般組織学的に検索し、さらに Gomori­
































1. 人屍対照例橋脳におけるアルカリフォスファターゼ活性は血管壁に著明に、 PAS 反応は神経
細胞質に軽微に、コリンエステラーゼ活性は神経細胞およびその周辺、グリア細胞に著明に、基質
全般に中等度にそれぞれ活性が認められた。
これに対し脳損傷死亡例ではこれら 3 者はいずれも出血の有無に関係なく変化した。すなわち、
前記コリンエステラーゼ活性は受傷後数時間より、血管壁のアルカリフォスファターゼ活性は受傷
後10数時間より漸次低下し、 PAS 反応は受傷後10数時間よりグリア細胞に陽性を認めた。また出血
巣内の浸潤細胞では受傷後数時間よりアルカリフォスブァターゼ活性が、受傷後10数時間よりPAS
反応陽性が認められ以後増強した。
ll. ウサギにおける実験的脳圧迫例の脳幹部においても人屍例とほぼ同様の傾向が認められた。
〔総括〕
以上のごとく橋脳出血については、外傷性一次性出血は被蓋部深部に、外傷後の二次性出血は橋底
部を中心とする正中部にそれぞれ実質性の出血としてみられ、死戦期の出血は主に漏出性出血として
第四脳室壁下に多くみられると言うように、その部位、性状等を観察し、併せてその出血巣と他の部
(主として大脳皮質)の出血巣の経時的変化を比較することによりその成因を、また橋脳全般の組織
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学的あるいは組織化学的変化を検することにより同部の機能障害の程度を、夫々推察し得るものと考
える。
論文の審査結果の要旨
脳損傷死にみられる脳幹部特に橋脳の出血には外傷による一次性出血、外傷に続発するこ次性出血
並びに死戦期の出血等があるが、本論文は多数の脳損傷死剖検例の肉眼的脳幹部出血について統計的
に観察を行い併せて脳損傷並びに各種死因例における橋脳部の顕微鏡的出血をその部位、性状等につ
いて観察し、その各出血の成因、特に外力作用の程度並びにその発生後の時間的経過等を知る根拠を
作るとともに、併せて同部の組織学的並びに組織化学的検索を行って同部の機能障害の程度等を知り
得る基礎的所見を得たものであって、法医学上重要な新知見として学位授与に値するものと認められ
る。
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